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はじめに

青少年をとりまく環境インターネットインターネットインターネットインターネットややややケータイケータイケータイケータイなどでなどでなどでなどで時間時間時間時間をををを過過過過ごしごしごしごし、、、、さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな人人人人たたたたちとちとちとちと関関関関わるわるわるわる経験経験経験経験がががが少少少少なくなっているなくなっているなくなっているなくなっている。。。。児童虐待児童虐待児童虐待児童虐待、、、、問題行動問題行動問題行動問題行動のののの低年齢化低年齢化低年齢化低年齢化、、、、子子子子どもをどもをどもをどもを狙狙狙狙ったったったった犯罪犯罪犯罪犯罪のののの頻発頻発頻発頻発、、、、不不不不登校登校登校登校、、、、ひきこもりなどひきこもりなどひきこもりなどひきこもりなど、、、、青少年青少年青少年青少年にににに関関関関するさまざまなするさまざまなするさまざまなするさまざまな状況状況状況状況がががが取取取取りざたりざたりざたりざたされておりされておりされておりされており、、、、深刻度深刻度深刻度深刻度はははは深深深深まっているまっているまっているまっている。。。。青少年青少年青少年青少年がががが安全安全安全安全かつかつかつかつ健康健康健康健康にににに成長成長成長成長するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、ひとりのひとりのひとりのひとりの人間人間人間人間としてとしてとしてとして自立自立自立自立してしてしてして歩歩歩歩めるようめるようめるようめるよう地域社会地域社会地域社会地域社会のののの中中中中でのでのでのでの「「「「居場所居場所居場所居場所づくりづくりづくりづくり」」」」やややや体験学習体験学習体験学習体験学習のののの機会機会機会機会、、、、世代間世代間世代間世代間のののの交流等交流等交流等交流等によるによるによるによる「「「「地域地域地域地域のののの教育力教育力教育力教育力」」」」のののの向上向上向上向上がますますがますますがますますがますます必要必要必要必要となってきているとなってきているとなってきているとなってきている。。。。青少年青少年青少年青少年がががが異世代異世代異世代異世代とのとのとのとの交流交流交流交流によってによってによってによって、、、、豊豊豊豊かなかなかなかな人間性人間性人間性人間性やややや社会性社会性社会性社会性をををを身身身身ににににつけることができるようつけることができるようつけることができるようつけることができるよう、、、、ふれあいのふれあいのふれあいのふれあいの機会機会機会機会とととと場場場場をををを提供提供提供提供することがすることがすることがすることが必必必必要要要要ですですですです。。。。



「居場所」という言葉から連想され

るイメージ

� 人との関わりの中で、話を聞いてもらって、理解しても

らって、心地よいと感じる状況

� 飾らない自分のすべてを受け入れ、認めてくれる人がい

るところ。ありのままの自分、自分らしくいられる空間

� 他人の中で自分の存在が大きくなった、または分かり合

えていると感じるとき

� 辛いことでも誰かと一緒に乗り越えられることで、その

人との関係性が深まっていると感じられる状況

� 互いに受け入れ、受けいれられてという関係が成立した

とき

� 子どもの居場所づくりをしている大人のボランティア活

動自体がその大人の居場所になっている

（ 尼崎市ＨＰより）

青少年の意見に見られる「居場所」

に関する主なｷｰﾜｰﾄﾞ

� 落ち着ける

� 安心である

� 楽しい

� ありのまま・自分らしくいられる

� 誰かに気を遣わないでよい

� 存在が否定されず、理解し、認めてくれる誰かがいる

� 誰かとの関係の中で、自分の存在感が実感できる

� 誰かとの関係の中で、お互いに分かり合えていると感じ

る

� 誰かと一緒に活動していることが心地よい

（尼崎市ＨＰより）



若者が使う公共施設を考えよう

�公共施設のイメージ

☆暗い雰囲気（汚い、古い）

☆使いにくい

☆目的がないと入れない

☆おしゃべりしてはいけない

☆飲食してはいけない

（ 尼崎市ＨＰより）

青少年にとって使い勝手のいい公共施設と

は

�明るいこと、きれいなこと、安全なこと

�無料または割引でつかえること

�目的がなくても自由に入ることができること

�同年代くらいが集まることができる場所である

こと

�地域や世代（年齢が低い子どもを持つ保護者や、

子ども、地域の大人など）を越えても交流がで

きること

�定期的なイベントを実施すること

�イベントの企画に若者が関わること

（ 尼崎市ＨＰより）



公共施設に備わっていれば青少年が利用す

ると思う設備

�音楽やダンスを楽しめる防音のスタジオ

�飲食ができて、雑談ができるフリースペースが

あること

�仲間で互いに教えあいながら勉強できるスペー

ス

�たたみ

（ 尼崎市ＨＰより）

居場所ってなんだろう

居場所が成立する条件

出展図書名「児童心理」2008年４月号 金子書房 論文「地域の中の居場所」 日本文学 佐藤春雄



居場所ってなんだろう

居場所に備わる機能

出展図書名「児童心理」2008年４月号 金子書房 論文「地域の中の居場所」 日本文学 佐藤春雄

�同年代だけの集う場所を求めているわけ

ではなく、他者との交流ができる空間

�他者に自分が受け入れられている実感

�顔見知りのおとなや相談を受けてくれる

おとなともつながっていたい

同年代の仲間や地域の大人とのつながりや

地域活動を基本に顔見知りの関係づくりを

築くことにより居場所づくりにつながる



福山市の現状



福山市の事例

�青少年自立支援事業

社会体験活動プログラム

＜目的＞

創作活動，ボランティア活動，職場体験

等の社会体験活動をとおして，できるこ

とを見つけ，つながりをつくり，社会参

画につなげていく。

事業計画書

連続連続連続連続５５５５回講座回講座回講座回講座 月一回月一回月一回月一回 金曜日夜間実施金曜日夜間実施金曜日夜間実施金曜日夜間実施実施日実施日実施日実施日・・・・回数回数回数回数 原則無料原則無料原則無料原則無料 （（（（材料代材料代材料代材料代はははは実費徴収実費徴収実費徴収実費徴収））））参加費参加費参加費参加費 １５１５１５１５歳歳歳歳～～～～２０２０２０２０歳歳歳歳のののの青少年青少年青少年青少年（（（（高校生含高校生含高校生含高校生含むむむむ））））対象対象対象対象・・・・定員定員定員定員 ①①①①ここにくればここにくればここにくればここにくれば安心安心安心安心するするするする，，，，ほっとするほっとするほっとするほっとする場場場場にするにするにするにする②②②②おおおお互互互互いをいをいをいを認認認認めめめめ合合合合えるえるえるえる関係関係関係関係づくりづくりづくりづくり③③③③自分自分自分自分のののの特技特技特技特技やややや趣味趣味趣味趣味をををを生生生生かしかしかしかし，，，，地域地域地域地域のののの活動活動活動活動にににに参画参画参画参画するするするする目標目標目標目標 青少年青少年青少年青少年がががが気軽気軽気軽気軽にににに参加参加参加参加しししし，，，，参加者相互参加者相互参加者相互参加者相互でででで知恵知恵知恵知恵をををを出出出出しししし合合合合いいいい，，，，地域活動地域活動地域活動地域活動にににに参画参画参画参画していくしていくしていくしていく。。。。ねらいねらいねらいねらい 青少年一人青少年一人青少年一人青少年一人ひとりがひとりがひとりがひとりが基本的基本的基本的基本的なななな生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣をををを身身身身につけにつけにつけにつけ，，，，社会社会社会社会のののの一員一員一員一員としてとしてとしてとして責任責任責任責任とととと役割役割役割役割をををを果果果果たたたたすことができるすことができるすことができるすことができる社会性社会性社会性社会性，，，，自立性自立性自立性自立性，，，，創造性創造性創造性創造性をををを培培培培っていくっていくっていくっていく。。。。課題課題課題課題 青少年自立支援事業青少年自立支援事業青少年自立支援事業青少年自立支援事業事業名事業名事業名事業名



事例より

まとめ

�青少年の心身の発達や親の関わり方など

に関しての学習機会の提供や，仲間づく

りを行い，他人を認め，自分も認められ

る。

�自主グループの育成を図るための支援を

することで，地域活動やボランティア活

動に参画するなど，青少年自らが，まち

づくりの主役であるという意識を持てる



お礼

ご清聴ありがとうございました


